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南部小学校（発） 千里ケ丘球場（発）
７時３０分
８時３０分
９時００分
９時３０分

１０時００分 ９時３０分
１０時００分
１０時３０分
１１時００分

１１時３０分
１２時００分
１２時３０分

広報みなべ　2015.9

2

【みなべ町開催競技】

山岳競技

日時 : 平成27年10月3日（土）～10月5日（月）
場所 : 南部高等学校山岳競技特設会場（リード）
　　   南部小学校体育館山岳競技特設会場（ボルダリング）

軟式野球競技（1回戦）

日時 : 平成27年10月2日（金）
場所 : 千里ヶ丘球場

平成27年9月26日（土）～１０月6日（火）

　「わかやま国体」開催まで、１ヶ月をきりました。みなべ町では、軟式野球競技（１回戦）と山岳競技の
リード及びボルダリング競技が行われます。
　国体開催中は、多くのみなさまがみなべ町にお見えになります。みなさまに気持よく過ごしていただ
き、みなべ町によい印象を持って帰っていただけるよう、おもてなし等のご協力をお願いいたします。ま
た、周辺道路等は、大変混雑すると予想されます。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力のほどよ
ろしくお願いします。

　千里ケ丘球場周辺の駐車場は、ほとんど大会関係者等の車輌で使用され、一般客用の駐車場は
限られています。そのため南部小学校グラウンドを駐車場にして、千里ヶ丘球場までの送迎シャトルバ
スを下記のとおり運行しますので、ご利用いただきますようご協力をお願いします。

　南部小学校グラウンド、南部高等学校グラウンドを一般客用の駐車場としますのでご利用ください。
※駐車台数には限りがございます。

10月２日　軟式野球競技（千里ケ丘球場）　
《駐車場について》

10月３日～５日　山岳競技（南部小学校・南部高等学校）

大会期間中、大勢のみなさんのご声援、ご協力をお願いします。大会期間中、大勢のみなさんのご声援、ご協力をお願いします。

種　　別

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

小畑　侑大　　（こばた ゆうた）
小畑　佳功　　（こばた よしのり）
杉村　紗恵子　（すぎむら　さえこ）
仲地　麻梨子　（なかぢ　まりこ）
藤井　良太　　（ふじい　りょうた）
小林　冬和　　（こばやし　とわ）
右田　菜々子　（みぎた　ななこ）
右田　梨香子　（みぎた　りかこ） 

和歌山市
和歌山市
橋本市
岩出市
和歌山市
紀の川市
和歌山市
和歌山市

神前　光男

岡本　　朗

田島　康宏

馬田　義史

選　　　　　　手
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　みなべ町で開催する山岳競技会へ参加される和歌山県代表選手のみなさんです。
　和歌山県での国体開催は、４４年ぶり。選手のみなさんは、頂点をめざし、練習に励んでこられました。
　みなさんの声援が、選手の登りを後押しします。ぜひ、会場で大きな声で「ガンバ！」と応援してあげてく
ださい。
　※山岳競技では「ガンバ！（がんばれ）、ガンバ！（がんばれ）」と声援を送ります

“ガンバ！”和歌山『山岳競技』選手団
私たちも応援しています！

第７０回　国民体育大会　山岳競技　和歌山選手団

   成年女子、少年男子、少年女子選手のみなさん（近畿ブロック大会にて）
　　※写真右上の２人は、成年男子の選手

出　　身 監　　督



９
月
１
日
は『
防
災
の
日
』

家
の
中
の
安
全
点
検

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
や

避
難
に
備
え

家
の
周
り
の
安
全
点
検

ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
置
い
て
い
る

植
木
鉢
や
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
な

ど
は
、落
ち
な
い
よ
う
に
配
置
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
雨
ど
い
の
継
ぎ
目
が
は
ず
れ
て

い
な
い
か
、落
ち
葉
や
土
砂
な
ど

が
詰
ま
って
い
な
い
か
チ
ェッ
ク
し
、

修
復
や
掃
除
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
垣
、門
柱
な

ど
は
倒
れ
た
り
、崩
れ
た
り
し
な

い
か
点
検
し
、弱
い
部
分
は
補
強

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
し
っ
か
り
と
し

た
土
台
の
上
に
置
き
、鎖
な
ど
で

し
っ
か
り
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

●
玄
関
ま
わ
り
に
通
行
の
支
障

と
な
る
も
の
や
、古
新
聞
な
ど
引

火
し
や
す
い
も
の
を
放
置
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
災
害
が
発
生
し
た
時
は
、

電
気
や
ガ
ス
、水
道
、通
信
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
も
自
力

で
生
活
で
き
る
よ
う
、普
段
か
ら

飲
料
水
や
非
常
食
な
ど
を
備
蓄

し
て
お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。ま

た
、自
宅
が
被
災
し
た
時
は
、安

全
な
場
所
に
避
難
し
、そ
こ
で
避

難
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。避
難
所
生
活
に
必
要
な
も
の

（
非
常
用
持
ち
出
し
品
）を
リ
ュッ

ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
つ
め
て
お
き
、い

つ
で
も
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。あ
ま

り
重
い
と
避
難
に
支
障
が
出
る

の
で
、大
人
男
性
15
　
、女
性
10

　
く
ら
い
ま
で
を
目
安
に
。

命
を
守
る一人
ひ
と
り
の
防
災
対
策

kg

kg

　
地
震
や
津
波
、土
砂
災
害
な

ど
、自
然
災
害
は
時
と
し
て
想
像

を
超
え
る
力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、日
頃
か
ら
防
災
対
策
を

し
て
お
く
こ
と
で
、被
害
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、一

人
ひ
と
り
が
自
ら
取
り
組
む「
自

助
」、地
域
や
身
近
に
い
る
人
同

士
が
助
け
合
っ
て
取
り
組
む「
共

助
」、国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど

が
取
り
組
む「
公
助
」が
重
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
基
本
と
な
る
の

は「
自
助
」、一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
で
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
時
、ま
ず
、

自
分
が
無
事
で
あ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。災
害
に
備
え
、自
分
の

家
の
安
全
対
策
を
し
て
お
く
と

と
も
に
、家
の
外
に
お
い
て
地
震

や
津
波
な
ど
に
遭
遇
し
た
時
の

身
の
安
全
の
守
り
方
を
知
っ
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。ま
た
、身

の
安
全
を
確
保
し
、生
き
延
び
て

行
く
た
め
に
は
、水
や
食
料
な
ど

の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
も
必

要
で
す
。

　
防
災
対
策
に
は
、十
分
と
か
絶

対
大
丈
夫
と
い
う
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
自
分
の
周
り
に
ど
の
よ
う
な

災
害
の
危
険
が
及
ぶ
の
か
を
考

え
、そ
の
被
害
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
地
震
が
発
生
し
た
時
、家
具
が

倒
れ
た
り
、ガ
ラ
ス
が
飛
び
散
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
、日
頃
か
ら
家

庭
内
の
安
全
を
点
検
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●
寝
室
や
子
ど
も
部
屋
な
ど
に

は
、で
き
る
だ
け
家
具
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
、家
具
を
置
く
場
合

は
な
る
べ
く
背
の
低
い
家
具
に

し
、転
倒
防
止
対
策
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

●
家
具
が
倒
れ
て
ケ
ガ
を
し
た

り
、出
入
口
を
ふ
さ
い
だ
り
し
な

い
よ
う
に
、家
具
の
向
き
や
配
置

を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
具
が
転
倒
し
な
い
よ
う
に
、

市
販
の
固
定
金
具
な
ど
で
固
定

し
た
り
、中
身
の
飛
び
出
し
を
防

止
す
る
た
め
に
、扉
に
留
め
金
具

な
ど
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
窓
や
戸
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
に

は
、飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
た

り
、カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
お
く
こ

と
も
室
内
へ
の
飛
散
防
止
効
果

が
あ
り
ま
す
。

●
じ
ゅ
う
た
ん
や
カ
ー
テ
ン
な
ど

は
、防
災
加
工
の
し
て
あ
る
も
の
、

ス
ト
ー
ブ
は
耐
震
自
動
消
火
装

置
付
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
警
報
器
や
ガ
ス
漏
れ
警

報
器
な
ど
、住
宅
用
防
災
機
器
の

設
置
を
し
て
お
く
と
い
ざ
と
い
う

と
き
に
効
果
的
で
す
。

●
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
、懐
中
電

灯
や
ス
リ
ッ
パ
、ホ
イ
ッ
ス
ル
を
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
屋
根
の
ア
ン
テ
ナ
は
し
っ
か
り

と
固
定
し
、屋
根
に
ひ
び
割
れ
や

ず
れ
、は
が
れ
な
ど
が
な
い
か

チ
ェッ
ク
し
、補
強
や
取
り
替
え
な
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南
部・岩
代
地
区
で
防
災
訓
練
を
実
施

南
部
・
岩
代
地
区
自
主
防
災
会

訓
練
日
時
　
９
月
６
日（
日
）　
午
前
８
時
開
始

訓
練
種
別
　
津
波
避
難
訓
練

　
午
前
８
時
の
地
震
発
生
を
知
ら
せ
る
放
送
と
サ
イ
レ
ン
に

　
よ
り
、訓
練
を
開
始
。

　

飲料水、食料品〈カップ麺・缶詰・ビスケット・チョコレート
など〉
貴重品〈現金（公衆電話で使える硬貨は多めに）・預貯
金通帳・印鑑・免許証・健康保険証など〉
救急医薬品〈絆創膏・包帯・消毒液・胃腸薬・マスク・
常備薬など〉
ヘルメット（防災ずきん）、携帯ラジオ、懐中電灯、予備電
池、携帯電話
上着やレインコート（薄手で暖かいもの）、下着、靴下、タ
オル、軍手
ライター（マッチ）、ろうそく、はさみ、カッター、ウエットティッ
シュ、ビニール袋、ナイフ、缶切り、栓抜き
ノート（必要な連絡先などを記入しておき、被災後のメ
モ帳としても利用）、筆記用具
各家庭の家族構成や健康状態にあった非常用品も忘
れないように準備しておきましょう。（乳児がいる家庭は、
粉ミルクや紙おむつなど、高齢者がいる家庭は、杖や大
人用おむつなどの介護用品、老眼鏡など）    

飲料水〈１人１日３リットルを目安に〉
非常食〈乾パン、缶詰、レトルト食品、ドライフーズや営養
補助食品、菓子類など（火を通さなくても食べられるも
の）〉
燃料〈卓上コンロ、固形燃料、予備のガスボンベなど〉
洗面用具等〈歯ブラシ、石けん、タオル、ドライシャンプー、
ウェットティッシュ、トイレットペーパー、生理用品など〉
簡易食器〈割り箸、紙食器、スプーン、フォークなど〉
毛布、寝袋、防寒シート、使い捨てカイロなど
ＬＥＤランタンなど、卓上でも使用できるもの。（予備の電池
を忘れずに）
工具〈バール、スコップ、ペンチ、ノコギリ、ロープなど〉
給水袋やタンク、新聞紙、ラップフィルム、レジャーシート、
布製ガムテープ
※災害復旧まで自活するためのもので、最低３日以上７日
くらい分を目安に備蓄しておきましょう。

避
難
す
る

避
難
に
備
え
る

■沿岸部や川沿いにい
る人は、直ちに高台や避
難ビルなどの安全な場
所に避難する
■津波危険地区の住民
は直ちに避難する
■ここなら安心と思わ
ず、より高い場所をめざ
して避難する

●正しい情報をラジオ・
テレビ・防災行政無線な
どで入手する

●津波は繰り返し来襲
するので、津波警報や
津波注意報が解除され
るまでは絶対に海岸に
近づかない

■海の中にいる人は、直
ちに海から上がって海
岸から離れる
■津波危険地区の住民
はいつでも避難できるよ
うに準備する

●町から避難勧告・避
　難指示が発令された

●町から避難準備情報
　が発令された

●大津波警報・津波警
　報が発表された
　（揺れを感じなくても）

●津波注意報が発表さ
　れた（揺れを感じなく
　ても）

●強い地震や長時間の
　揺れを感じた

こんな時には まずこのような行動を その後は…

品　　目 品　　目
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非 常 持 ち 出 し 品 ( 例 ) 災 害 時 に 備 え た 備 蓄 品 ( 例 )



議
会
臨
時
会
を
開
会
し
ま
し
た

　
７
月
30
日
、町
議
会
平
成
27
年

第
２
回
臨
時
会
が
開
会
さ
れ
、８

議
案
を
上
程
し
、慎
重
審
議
の
結

果
、原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
】

■
町
立
南
部
中
学
校
屋
内
運
動

場
屋
根
及
び
天
井
等
改
修
工
事

請
負
契
約
の
締
結

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、５
９

４
０
万
円
で
杉
谷
産
業
株
式
会

社（
谷
口
）と
契
約
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

■
町
道
黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

西
本
庄
古
屋
線
道
路
災
害
復
旧

(

そ
の
１)

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、１
億

６
２
１
７
万
３
２
５
４
円
で
株
式

会
社
岩
本
興
産（
西
本
庄
）と
契

約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

■
町
道
黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

西
本
庄
古
屋
線
道
路
災
害
復
旧

(

そ
の
２)

工
事
請
負
契
約
の
締
結 

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、９
５

３
４
万
７
８
８
２
円
で
有
限
会
社

下
村
重
機（
山
内
）と
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。 

 

■
公
共
下
水
道
事
業
　
堺
地
区

汚
水
管
渠
布
設
工
事(

そ
の

１)

、公
共
下
水
道
事
業
　
堺
地

区
汚
水
管
渠
布
設
工
事（
単
独

そ
の
１
）請
負
契
約
の
締
結

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、公

共
下
水
道
事
業
　
堺
地
区
汚
水

管
渠
布
設
工
事（
そ
の
１
）は
３

２
８
４
万
６
０
４
０
円
で
、同（
単

独
そ
の
１
）は
１
１
６
９
万
２
３
３

円
で
、株
式
会
社
池
田
土
木

（
芝
）と
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

■
一般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
７
８
９
万
７

千
円
を
追
加
し
、総
額
91
億
１
９

４
７
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
は
、寄
附
金
９
０

９
万
円
、前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

１
８
８
０
万
７
千
円
で
す
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、下
表
の
と
お

り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
３
万
２

千
円
を
追
加
し
、総
額
25
億
２
１

６
９
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
退
職
被
保
険
者
の
高
額
療
養

費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。歳
入

に
つ
い
て
は
、社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
か
ら
の
療
養
給
付

費
等
交
付
金
で
す
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
１
９
６
万
９

千
円
を
追
加
し
、総
額
２
億
７
８

２
１
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
再
編
推
進
事
業
の

国
庫
補
助
対
象
事
業
費
の
確
定

に
伴
う
、高
城
地
区
の
配
水
池
の

更
新
工
事
及
び
送
配
水
管
布
設

替
工
事
等
の
費
用
な
ど
で
す
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、国
庫
補
助

金
、基
金
繰
入
金
、町
債
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
堺
地
区
の
国
道
42
号
水
道
管

横
断
に
つ
い
て
、工
法
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、配
水
管
布
設
推
進

工
法
設
計
業
務
委
託
料
59
万
４

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

総 務 費
民 生 費
農林水産業費
消 防 費
教 育 費
災害復旧費
歳 出 合 計

９０９万０千円
４０万７千円
３１０万０千円
７００万０千円
４３０万０千円
４００万０千円
２７８９万７千円

地域づくり・生涯学習推進基金積立金及び奨学金貸付基金繰出金
高城保育所の外部ウッドデッキ塗装工事費
みなべ梅対策協議会分担金250万円ほか
災害応急対策工事請負費
千里ケ丘球場法面補修工事請負費350万円ほか
農業用施設と林道･町道の調査及び設計業務委託料

項　　　目 補　正　額 主 　 な 　 内 　 容 　

★子供と高齢者の交通事故防止
★夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
 （特に、反射材用品等の着用の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底）
★全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
★飲酒運転の根絶

９月21日（月）～９月30日（水）　９月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」です

2015年　
紀の国わかやま国体
紀の国わかやま大会

マスコット
「きいちゃん」
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平成27年度一般会計補正予算（第２号）　歳出補正額と主な内容

　
９
月
15
日
は「
老
人
の
日
」、15

日
〜
21
日
ま
で
の
１
週
間
は「
老

人
週
間
」、ま
た
９
月
の
第
３
月

曜
日
は「
敬
老
の
日
」で
す
。

　「
老
人
の
日
」、「
老
人
週
間
」

は
、広
く
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い

て
、関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、高
齢
者
に
対
し
て
自
ら
の

生
活
の
向
上
に
努
め
る
意
欲
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。ま
た
、「
敬
老
の
日
」は
、多

年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き

た
老
人
を
敬
愛
し
、長
寿
を
祝

う
日
で
す
。

　
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
、生

き
が
い
を
持
っ
た
生
活
を
送
る
こ

と
の
で
き
る
活
力
あ
る
長
寿
社

会
を
築
く
た
め
に
は
、私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

家
庭
、地
域
社
会
、職
場
、学
校

な
ど
で
世
代
間
の
か
か
わ
り
を

深
め
る
と
と
も
に
、社
会
全
体
の

テ
ー
マ
と
し
て
、ま
た
私
た
ち
の

身
近
な
問
題
と
し
て
、高
齢
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、高
齢
者

自
ら
が
高
齢
期
の
あ
り
方
に
つ
い

て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知

識
、経
験
や
能
力
を
い
か
し
、積

極
的
に
社
会
参
加
に
取
り
組
む

こ
と
も
重
要
で
す
。

「地域包括支援センター」

“高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で、
安心して生活できるよう、お手伝いします”

（東本庄 ふれ愛センター内）℡７４－８０６５
　地域包括支援センターは、介護や健康、医療など
様 な々面から地域で暮らす高齢のみなさんを支える
ための拠点です。

高齢者福祉の総合窓口

広報みなべ　2015.9

7

『
み
ん
な
で
築
こ
う

        

活
力
あ
る
長
寿
社
会
』

『
み
ん
な
で
築
こ
う

        

活
力
あ
る
長
寿
社
会
』

誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
た
生
活
を
送
る
た
め
に

誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
た
生
活
を
送
る
た
め
に

　和歌山県内で販売された宝くじ
の収益金は、県内の道路や公園等
の整備に活用されるなど、みなさ
まの身近なくらしに役立っていま
す。　　
　宝くじは、県内でのご購入をお
願いします。　

１０月1日現在で
全国いっせいに国勢調査を行います

　国勢調査は、統計法という法律に基づき、日本に住んで
いるすべての人・世帯を対象として実施する統計調査です。

インターネットでも、紙の調査票でも、回答可能！

９月１０日～１２日　インターネット回答用ＩＤを配布

９月１０日～２０日　インターネットで回答

９月26日～３０日　インターネットで回答されなかった
　　　　　　　　  世帯には、紙の調査票を配布

１０月 １ 日～ ７ 日　紙の調査票で回答（提出）

調査についてのお問い合せは、
役場総務課（７２－２０５１）まで　

９月上旬から、国勢調査員が各家庭にお伺いします。

　調査の内容は、男女の別、出生の年月、就業状況、従
業地又は通学地、住居の種類などです。
※10月1日現在の皆さんの状況を回答してください。
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みんなの思いをひとつに  「集火式」を開催
炬火名は「梅の郷　未来につなぐ　みなべの火」

NEWS

表彰されたみなさん最優秀の垣内さん

　８月９日、夏の子どもまつり2015の会場で、紀の国わかやま国体と紀の国わかや
ま大会にむけて、5月から8月にかけて町内の各小学校と南部高校でおこなわれ
た採火式でおこした火を一つにする「炬火集火式」が行われました。
　各学校の代表者が、自分の学校でおこした火のついたトーチを受け皿にとも
し、ひとつのみなべ町の炬火を完成させました。

　また、炬火名の発表と表彰式（最優
秀１点、優秀賞５点）も行われ、最優秀
賞に垣内浪子さん（山内）の「梅の郷　
未来につなぐ　みなべの火」が選ばれ
ました。
　最後に参加者全員で、国体の成功を
祈り「がんばろう」のかけ声を三唱しまし
た。

豊かな自然の恵みを子どもたちに。魚のつかみ取りは、今年も大賑わい！

　７月28日に南部川河川敷で「南部川体験学習会」、８月９日に堺漁港で「夏の子
どもまつり2015」が開かれました。この催しは、子どもたちに地元の川や海に親しん
でもらおうと漁業組合や各種団体により毎年開かれています。
　川の体験では、「水辺の教室」として鮎の一生などを学んだり、鮎を南部川に放
流したりしました。子どもまつりでは、スルメイカをさばく体験なども行いました。また、
それぞれの会場では毎年子どもたちが楽しみにしている、アユやアジのつかみ捕り
が行われ、子どもたちは大きな歓声を上げて魚を追いかけていました。

南部川体験学習（写真上下）子どもまつり
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大規模地震などの災害に備え、
町内郵便局と協力体制を協定

第10回町内水泳大会を開催　４種目で大会新記録を達成！

　７月21日、災害が発生した場合に備えた協力体制の協定を、町内の郵便局
と結びました。町内の５郵便局を代表し、上南部郵便局の西野局長が協定書
に調印し、「町のためにできる限りの協力をさせていただきます」と挨拶、町長か
らは、災害に限らず郵便配達中に発見した道路の損壊状況やひとり暮らしの
方の見守りなどの報告もお願いしました。

　７月30日、第10回町内水泳大会（町体育協会主催）が、岩
代小学校プールで開催されました。町内の小学６年生91人が
参加し、保護者らの声援を受けながら力強く泳ぎました。各種
目の入賞者は次のみなさんです。（敬称略）
【25ｍ自由形】〔男子〕①永井友貴（上南部）17秒46②石本力
也（南部）③中松宗一郎（上南部）　〔女子〕①圡井莉央（南
部）19秒08②庄司有沙（南部）③寺本千紗（上南部）
【25ｍ平泳ぎ】〔男子〕①棒引諒介（南部）26秒18②杉本怜平
（岩代）③栗山潤也（南部）
〔女子〕①宮田茉実（岩代）25秒41②松本莉奈（南部）③寺本千紗（上南部）
【50ｍ自由形】〔男子〕①小林聖（南部）35秒57②横山裕磨（上南部）③永井友貴（上南部）　〔女子〕①西端泉美（南
部）33秒81（大会新）②㔟力紗花（岩代）③大江瑞季（岩代）【50ｍ平泳ぎ】〔男子〕①横山裕磨（上南部）51秒77②石
本力也（南部）③小林聖（南部）　〔女子〕①西端泉美（南部）45秒01（大会新）②南部琴子（南部）③山﨑ひかり（上南
部）【クラス対抗リレー（25ｍ×4）】〔男子〕①南部Ａ（小林聖、山本竜也、石本力也、棒引諒介）１分11秒97（大会新）
〔女子〕①南部（圡井莉央、庄司有沙、大山葵、西端泉美）１分17秒57（大会新）

南部スポーツ少年団のみなさんが大活躍
全日本少年少女武道（少林寺拳法）錬成大会

　８月８日、日本武道館（東京都）で全日本少年少女武道（少林寺拳法）錬成大会が開催され、全国から小中学生約１７
００人が出場。南部スポーツ少年団から、組演武８組、単独演武６人、団体演武１組が入賞しました。このうち組演武で7
組、単独演武で2人がコートで最高得点を獲得しました。入賞者は次のみなさんです。（敬称略）◎は各コートで１位
【組演武】●小学生初段＝◎大山葵・南部琴子●小学生２級＝◎小西杏奈・畑野結月●小学生４級＝◎泰地桜佑・畑
垣紫●小学生６級＝◎大江里佳・大川菜々未、◎坂本結彩・堀口吐愛、庄司悠眞・中井達貴●小学生見習い～７級＝

◎中井亮輔・室井良太、◎大川綾
斗・片岡千佳【単独演武】●小学
生４級＝松本莉奈、庄司有沙、
◎大野晃太郎●小学生６～５級＝
片岡大輝、◎中内洋希●小学生
見習い～７級＝大江敦斗【団体演
武】●小学生＝中家寛太・杉本怜
平・泰地音羽・新谷萌・民野愛実・
上野拓海・中川翔友・山下大和



　国連によると６人に１人は何ら
かの障害があるとか。２００６年に
国連で生れた障害者権利条約
がこの絵本の主人公です。どん
な風に生まれ、受け入れられてき
たか、ボクが大事にされると、どん
なに生きやすい社会になるか、分
かりやすく書かれています。
●平和を考える戦争遺産図鑑
（安島太佳由）●いしぶみ 広島
二中一年生全滅の記録（広島
テレビ放送編）●〈刑務所〉で盲
導犬を育てる（大塚敦子）●日
本の妖怪百科（岩井宏實監修）
●ウミガメ いのちをつなぐ岬（櫻
井季己）●ＡＢＣ！ 曙第二中学
校放送部（市川朔久子）
●ウソつきとスパイ（ステッド）
●ベッツィ・メイとこいぬ（ブライト
ン）●アントンせんせい（西村敏
雄）

ゆめよみ館・子ども向け

　50代女性36人の顔写真に、
詩人が言葉を添えました。ひとり
ひとりの表情の奥に、それぞれの
人生が秘められています。シワも
シミも生きてきたことの証。来し方
を振り返りながら、これからも物
語を紡いでいくあなたを力づけ
てくれる１冊です。
●世界の果てのこどもたち（中
脇初枝）●幽霊塔（江戸川乱
歩）●何度でもおかえりを言おう
（バルバラ・コンスタンティーヌ）
●頭は「本の読み方で」磨かれ
る（茂木健一郎）●世界の路上
で生まれた奇跡（金丸文武）
●夫婦ふたりのシニアごはん
（城川朝）●おやこで自転車はじ
めてブック（疋田智 監修）
●和のかごとざる（高宮紀子）
●小林カツ代と栗原はるみ（阿
古真理）

ゆめよみ館・大人向け

　不景気とはいえ、欲しいものを
なんでも手に入れられる現代の
子どもたちに、かしこいお金との
付き合い方をどうやって教えたら
いいのでしょう。子どもの将来に
悪影響を及ぼすお金の使い方
ではなく、世の中のためにもなる
お金の使い方を、大人も一緒に
学びましょう。
●オールド・テロリスト（村上龍）
●選択の科学（シーナ・アイエン
ガー）●続・一日一生（酒井雄
哉）

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け

上南部分館　おはなしの会
９月９日（水）午後３時から

　暑さも少しやわらぎました。わかやま国体開催や運動会と、
スポーツを楽しむ好季節です。ルールブックや選手の自伝な
どスポーツに関する本を紹介します。

「スポーツの秋」1階

　空が高くなってきました。星の神話をたくさん作ったギリ
シャ・ローマの人たち、望遠鏡を工夫したガリレオなど、みん
な、星空の美しさのとりこになりました。星を見ていると、新しい
ものがたりが生まれるかもしれません。

「星を見よう！」2階

今
日
ま
で 

そ
し
て 

明
日
か
ら

谷
川
俊
太
郎 

詩

　田
淵
章
三 

写
真（
佼
成
出
版
）

え
ほ
ん 

障
害
者
権
利
条
約

ふ
じ
い
か
つ
の
り 

作

　里
圭 
絵（
汐
文
社
）

毒
に
な
る
お
金 

幸
せ
に
な
る
お
金

　
　
　
　あ
ん
び
る
え
つ
こ（
ブ
ラ
ス
出
版
）

　1日（火）休館（館内整理日）

　5日（土）わくわくタイム

　　　　（10:30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

　7日（月）休館

10日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）

　　　　（10:30～）

12日（土）おはなし会（14:00～）

14日（月）休館

19日（土）おはなし会（14:00～）

24日（木）休館

26日（土）ビデオ上映会（10:30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

28日（月）休館

30日（水）休館（館内整理日）

10月3日（土）わくわくタイム

　　　　　（10:30～）

　　　　　　おはなし会（14:00～）

ゆめよみ館・9月のカレンダー

●ぼくんちのゴリ（笠野裕一）
●へんないきものすいぞくかん 
ナゾの１日（なかのひろみ）●わ
たしが外人だったころ（鶴見俊
輔）

第５回チリメンモンスターをさがせ

　ゆめよみ館、上南部分館で展
示を行いました。子どもだけでなく
大人の作品もあり、さまざまなテー
マで研究している入賞作品を、み
なさん大変感心しながらじっくり見
ていました。

「図書館を使った調べる学習コンクール」入賞作品展示

9月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信

　南部高校理科の先生方とご一緒に、今年も楽しく学習できました。８月
４日は低学年１８名、６日は高学年６名。常連さんは３年生でも、「ヤガラ！」
「メガロパ！」と専門的です。毎年違うものが見られるチリモン。子どもたち
は、生物多様性や山と海のつながりを実感しているようです。
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町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、８
月
下
旬
か
ら

９
月
上
旬
に
か
け
、１
ヶ
月
に
14

日
分
以
上
の
お
薬
を
処
方
さ
れ

て
い
て
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
替
え
た
場
合
、１
か
月
の
自

己
負
担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽

減
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
方
を

対
象
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
」を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
額
の

軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改
善

に
は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普

及
が
重
要
で
す
。こ
の
機
会
に
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ご
使
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、こ
の
お
知
ら
せ
は
、現

在
処
方
を
受
け
て
い
る
お
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
た
場
合
に
自
己
負
担
額
が
軽

減
で
き
る
事
を
お
伝
え
す
る
も

の
で
、切
り
替
え
を
強
制
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、お
薬

に
よ
っ
て
は
、切
り
替
え
が
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、切

り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、か

か
り
つ
け
の
医
師
又
は
薬
剤
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課（
℡
72
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
72
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

●
日
時

　
９
月
12
日（
土
）

　
午
前
７
時
か
ら

　
和
歌
山
県
内
一
斉
に「
紀
州
路

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
２
０
１
５
」が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
も
９
月
12
日（
土
）午
前

７
時
か
ら
、町
内
の
主
要
な
道
路

の
清
掃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。道

路
沿
い
の
空
き
缶
や
ご
み
拾
い
な

ど
、身
近
な
道
路
の
清
掃
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
９
月
26
日
か
ら「
わ
か
や
ま
国

体
」が
開
催
さ
れ
、み
な
べ
町
に

も
県
内
外
か
ら
多
く
の
み
な
さ

ん
が
お
見
え
に
な
り
ま
す
。訪
れ

て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
が
気
持

よ
く
、安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
、き
れ
い
な
み
な
べ
町
で
お
出

迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

　
道
路
は
、日
常
生
活
や
経
済
活

動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本

的
な
施
設
で
す
。道
路
の
役
割
や

重
要
性
を
再
認
識
し
、道
路
を

き
れ
い
に
、正
し
く
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

建
設
課（
℡
74
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

建
設
課（
℡
74
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

「
紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
２
０
１
５
」を
実
施
！

【
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

と
は
】

　
先
発
医
薬
品（
新
薬
）の

特
許
が
終
了
し
た
後
に
発
売

さ
れ
る
、先
発
医
薬
品
と
同

等
の
品
質・有
効
性・安
全
性

を
も
つ
と
国
か
ら
認
め
ら
れ

た
医
薬
品
で
す
。開
発
費
が

抑
え
ら
れ
る
た
め
、先
発
医

薬
品
よ
り
低
価
格
で
提
供
さ

れ
経
済
的
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

０
１
２
０̶

53̶

０
０
０
６（
通
話

無
料
）

●
発
行
元
　
和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合

和
歌
山
市
吹
上
２
丁
目
１
番
22

号
　
日
赤
会
館
９
階
　

℡
０
７
３̶

４
２
８̶

６
６
８
８

「
き
れ
い
な
ま
ち
は

  

道
路
か
ら
」
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「
電
気
さ
く
」に
ご
注
意
！

感
電
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

近
づ
か
な
い
よ
う
に

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

う
め
課（
℡
74
ー
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

う
め
課（
℡
74
ー
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

　
電
気
さ
く
は
鳥
獣
に
よ
る
被

害
防
止
の
目
的
で
設
置
さ
れ
、獣

害
対
策
と
し
て
は
有
用
な
も
の

で
す
が
、適
切
な
方
法
で
設
置
し

な
い
と
人
に
重
大
な
危
害
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
電
気
さ
く
を
見
か
け
た
ら
、む

や
み
に
触
れ
た
り
、近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。直
接
触

れ
な
く
て
も
、手
を
近
づ
け
た
り

し
た
だ
け
で
感
電
す
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
の
で
、電
気
さ
く
に
は

な
る
べ
く
近
寄
ら
ず
、ま
た
や
む

を
得
ず
電
気
さ
く
の
近
く
を
通

る
時
は
、電
気
コ
ー
ド
に
触
れ
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。雨
や

汗
で
体
が
濡
れ
て
い
る
場
合
な
ど

は
、電
気
が
通
り
易
く
な
り
、危

険
が
増
し
ま
す
の
で
、よ
り
一層
の

注
意
が
必
要
で
す
。

電
気
さ
く
設
置
者
の
方
へ

　
電
気
さ
く
を
設
置
す
る
場
合

は
、電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ

く
適
切
な
感
電
防
止
対
策
を
講

じ
て
く
だ
さ
い
。

①
危
険
で
あ
る
旨
の
表
示

　
電
気
さ
く
を
設
置
す
る
場
合

は
、人
が
見
や
す
い
よ
う
に
、適

当
な
位
置
や
間
隔
、見
や
す
い
文

字
で
危
険
で
あ
る
旨
の
表
示
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
電
気
さ
く
用
電
源
装
置
の
使
用

　
電
気
さ
く
に
電
気
を
供
給
す

る
場
合
は
、感
電
に
よ
り
人
に
危

険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
な
い
よ
う

に
、出
力
電
流
が
制
限
さ
れ
る
電

気
さ
く
用
電
源
装
置
を
用
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
漏
電
遮
断
器
の
設
置

　
電
気
さ
く
を
公
道
沿
い
な
ど

の
人
が
容
易
に
立
ち
入
る
場
所

に
設
置
す
る
場
合
で
、30
ボ
ル
ト

以
上
の
電
源（
家
庭
の
コ
ン
セ
ン
ト

な
ど
）か
ら
電
気
を
供
給
す
る
と

き
は
、漏
電
に
よ
る
危
険
を
防
止

す
る
た
め
に
、漏
電
遮
断
機
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
専
用
の
開
閉
器（
ス
イ
ッ
チ
）の

設
置

　
電
気
さ
く
に
電
気
を
供
給
す

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は

見
や
す
く
、大
切
に

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課
・
水
道
係（
℡
72
ー
３
０
８
５
）か
ら
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課
・
水
道
係（
℡
72
ー
３
０
８
５
）か
ら
お
知
ら
せ

　
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

に
は
メ
ー
タ
ー
と
止
水
栓
が
入
っ

て
い
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
は
、皆
さ
ん
が
使
用

し
た
水
道
使
用
量
を
正
し
く
は

か
り
、水
道
料
金
を
決
め
る
た
め

の
重
要
な
役
割
を
持
っ
た
大
切

な
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、２
か
月
に一度
の
検
針

業
務
を
ス
ム
ー
ズ
か
つ
確
実
に
行

う
た
め
に
、生
活
環
境
課
水
道

係
か
ら
お
願
い
で
す
。 

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

は
、物
を
置
か
な
い
で

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

が
乗
っ
て
い
る
と
、ボ
ッ
ク
ス
の
蓋

が
開
け
ら
れ
ず
検
針
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周

辺
に
は
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。 

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や

そ
の
周
辺
を
き
れ
い
に

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
、土
や

枯
葉
な
ど
が
埋
ま
って
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。時
々
点
検
し
、

ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
そ
の
周
辺
を
掃

除
し
て
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
メ
ー
タ
ー
を
点
検
す
る
こ
と

で
、漏
水
の
早
期
発
見
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。 

●
犬
を
放
し
飼
い
に
し
た
り
、

メ
ー
タ
ー
の
近
く
に
つ
な
が
な

い
で

　
犬
が
近
く
に
い
る
と
、検
針
員

が
メ
ー
タ
ー
に
近
づ
く
こ
と
が
で

き
ず
検
針
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

る
回
路
に
は
、電
気
さ
く
の
事
故

等
の
際
に
、容
易
に
電
源
か
ら
開

放
で
き
る
よ
う
に
、専
用
の
開
閉

器（
ス
イ
ッ
チ
）を
設
置
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※

電
気
さ
く
と
は
、田
畑
や
牧

場
な
ど
で
、高
圧
の
電
流
に
よ

る
電
気
刺
激
に
よ
って
、野
生
動

物
の
侵
入
や
家
畜
の
脱
出
を
防

止
す
る「
さ
く
」の
こ
と
で
す
。
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水
は
私
た
ち
が
生
活
し
て
い

く
う
え
で
、な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。川
や
海
の
水
が
太
陽

の
熱
で
暖
め
ら
れ
蒸
発
し
、大
気

圏
で
冷
や
さ
れ
て
雨
や
雪
と
な
っ

て
降
り
注
ぎ
、再
び
川
や
海
に
流

れ
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、子
ど
も
の
こ
ろ
遊
ん

だ
川
は
今
も
き
れ
い
で
し
ょ
う

か
。未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、き
れ
い
な
水
、川
や
海
、安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
伝
え
て
い

く
こ
と
は
、私
た
ち
大
人
の
役
目

で
す
。

　
私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
で
使
っ

た
水
や
し
尿
な
ど
の
汚
水
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
で
処
理
さ
れ
、浄

化
さ
れ
て
、川
や
海
な
ど
に
流
さ

れ
ま
す
。

　
昔
は
川
が
持
っ
て
い
る
自
然
の

力
で
水
を
き
れ
い
に
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
が
、現
在
は
家
や
工
場

な
ど
が
増
え
、合
併
浄
化
槽
や
公

共
下
水
・
農
業
集
落
排
水
施
設

な
ど
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
下
水

処
理
施
設
で
浄
化
し
な
い
と
、水

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
って
き
ま
し
た
。　
　
　
　

　
川
や
海
な
ど
の
水
環
境
を
守

る
た
め
、下
水
処
理
場
で
は
水
質

を
適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
処
理
施
設
は
、多
く
の

皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

こ
そ
効
率
性
が
よ
く
な
り
ま
す

（
微
生
物
も
食
べ
物
が
増
え
て
よ

り
よ
く
働
き
ま
す
）。ま
た
、下

水
道
を
利
用
し
て
快
適
な
生
活

を
営
む
方
が
増
え
る
こ
と
は
、下

水
道
使
用
料
の
増
収
に
つ
な
が

り
、町
の
下
水
道
会
計（
公
共
下

水
道
事
業
と
農
業
集
落
排
水
事

業
）の
健
全
化
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。

　
つ
な
ぎ
こ
み
が
可
能
な
区
域
に

住
ん
で
い
る
が
、ま
だ
下
水
道
へつ

な
ぎ
こ
み
を
し
て
い
な
い
と
い
う

方
、何
か
と
ご
都
合
は
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、安
心
で
き
る
水

環
境
を
つ
く
る
た
め
、下
水
道
へ

１
日
も
早
い
つ
な
ぎ
こ
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
町
の
下
水
道
に
は
、公
共
下
水

道
と
農
業
集
落
排
水
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、下
水
道
事
業
が
実
施

さ
れ
な
い
地
区
に
つい
て
は
、合
併

浄
化
槽
を
設
置
し
て
も
ら
う
よ

う
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
３
月
末
現
在
、町

が
ど
れ
だ
け
下
水
道
の
設
備
を

整
備
し
て
い
る
か
を
表
す
普
及

率（※

１
）は
89.4
％
、世
帯
数
に
す

る
と
約
４
２
８
０
戸
で
す
。

　
ま
た
、実
際
に
ど
れ
だ
け
の
世

帯
が
下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
ん
だ
り

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
た
り
し

て
い
る
か
を
見
る
水
洗
化
率（※

２
）は
68.2
％
、世
帯
数
に
す
る
と

約
２
９
５
０
戸
で
す
。

　
尚
、平
成
27
年
度
に
公
共
下

水
道
工
事
を
施
工
す
る
予
定
の

地
区
は
、堺・埴
田
の一
部
の
地
域

で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、生
活
環
境
課・

下
水
道
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

９
月
10
日
は『
下
水
道
の
日
』

 

忘
れ
な
い 

暮
ら
し
の
下
に 

下
水
道

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

生
活
環
境
課
・
下
水
道
係（
℡
72
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課
・
下
水
道
係（
℡
72
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

早
期
の
つ
な
ぎ
こ
み
を

お
願
い
し
ま
す

町
の
水
洗
化
率
68
％

普
及
率（※

１
）

　下
水
道
へ
つ
な
ぎ
こ
み
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地
区

の
人
口
と
、下
水
道
事
業
が

実
施
さ
れ
な
い
地
区
の
合
併

浄
化
槽
設
置
済
人
口
の
合
計

を
、町
全
体
の
人
口
で
割
っ
た

割
合

水
洗
化
率（※

２
）

　水
道
に
つ
な
ぎ
こ
み
使
用

さ
れ
て
い
る
人
口
と
、合
併

浄
化
槽
設
置
済
人
口
の
合
計

を
、町
全
体
の
人
口
で
割
っ
た

割
合

　分離マスとは、台所、お風呂、洗面所などから流れる野菜くず、油、髪の毛な
どを除去するために設けられた｢桝（ます）｣です。
　分離マスの掃除をしないと、台所、お風呂、洗面所などから悪臭がしたり、ま
た宅内の排水管がつまって流れなくなったり、下水道施設に影響をあたえます。
　週に１回程度、マスの掃除を行ってください。

分離マスの定期的な清掃をお願いします

“

“
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町
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

は
、農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返

済
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談

な
ど
、農
業
資
金
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
資
金
に
関
係
す
る
こ
と

な
ら
、何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。相
談
は
、日
本
政
策

金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個
別
相

談
方
式
で
行
い
ま
す
の
で
、プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。安
心

し
て
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
相
談
日
時

　
９
月
30
日（
水
）

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
の

間
で
順
次

●
相
談
場
所
　

　
役
場
１
階
　
会
議
室

●
申
込
先
　
産
業
課

※
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。

●
申
込
締
切
　
９
月
28
日（
月
）

　
く
わ
し
く
は
、産
業
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

農
業
資
金
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

第
３
回
定
例
議
会
は
、９
月
９
日
開
会
予
定
で
す

　
平
成
27
年
第
３
回
定
例
町
議

会（
９
月
議
会
）は
、９
月
９
日

（
水
）か
ら
開
会
予
定
で
す
。

　
こ
の
議
会
で
は
、町
が
行
う
事

業
な
ど
に
つ
い
て
各
議
員
が
質
問

す
る「
一
般
質
問
」を
は
じ
め
、平

成
26
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定

や
議
案
審
議
な
ど
、私
た
ち
の
生

活
に
関
わ
る
大
切
な
事
柄
が
審

議
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、お
誘
い
合
わ
せ
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、本
会
議
の
様
子
は
、パ
ソ

コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
み
な
べ
町
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
」か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、

後
日
町
内
一斉
放
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受講者募集

移動県民相談のお知らせ

オフィス店舗クリーンスタッフ養成講習
高齢者の派遣就業を支援します

主催　公益社団法人 和歌山県シルバー人材センター連合会

●講習期間　１１月４日（水）～１１月６日（金）
●講習時間　午前９時30分～午後４時30分（基本的）
●定　　員　１０名（定員超過の場合は選考）
●受講対象　６０歳以上で派遣就業を希望する和歌山
　　　　　　県在住の方

●申込受付　９月２８日（月）～１０月２１日（水）
●受 講 料　無　料
●会　　場　はあと館（芝４４７番地２）
●申込み・問い合せ先
　公益社団法人みなべ町シルバー人材センター（℡７２－１３８９）

※趣味・教養のための受講はご遠慮ください。シルバー人材センター
　への入会が条件となります。

施設、オフィス等の清掃に関する基礎的な知識及び技術を習得します。

「全国一斉！ 法務局休日相談所」を開設「全国一斉！ 法務局休日相談所」を開設「全国一斉！ 法務局休日相談所」を開設
　法務局では、行政サービスの一環として、全国一斉に休日
相談所を開設し、法務局職員が相談をお受けします。
 相談は無料で、秘密は守られますので、お気軽にご相談に
お越しください。

●開設日　１０月４日（日）
●時　間　午前１０時～午後４時
　（受付　午前９時３０分～午後３時３０分）
●開設場所　和歌山地方法務局田辺支局
　田辺市文里一丁目１１番９号（田辺港湾合同庁舎）
●予約受付及び問合せ先
　９月１日（火）から和歌山地方法務局田辺支局で
（℡２２－０６９８）
　当日は、予約の方を優先とさせていただきますので、
予めご了承をお願いします。
●相談内容
①土地・建物の売買や相続、土地の分筆、建物の新築
及び会社の設立などの各種登記、筆界（境界）の特
定、地代・家賃などの各種供託、近隣関係やいじめなど
の人権問題等については、法務局職員、司法書士、土
地家屋調査士及び人権擁護委員が相談に応じます。
②遺言書の作成や任意後見契約等については、法務
局職員が相談に応じます。
※当日、休日相談所にお越しいただけない方のために
電話による相談（弁護士による法律相談を除く）を
お受けいたします。  ☎０７３‐４２２‐５１３２（当日限り）
　

●日　　時　９月15日（火）　午後１時～午後４時まで
●場　　所　日高振興局　御坊市湯川町財部６５１
●内　　容　弁護士及び県民相談員による法律相談、
　　　　　　行政相談、その他一般相談
※相談に関する参考資料等があれば、当日持参してください。
●予約受付　９月１日（火）から日高振興局総務県民課
　　　　　　（℡０７３８－24－２９３６）で、電話予約を受
　　　　　　け付けます。（先着10名）
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青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
住民福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
　学校教育
　Ｆ　Ａ　Ｘ
　社会教育・国体
中央公民館
共通ＦＡＸ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７

７４－２１９１
７４－３621
７４－３134
７４－３３３４
７４－2418

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）
平成27年度 自衛官募集案内

■説明会を開催します。

■問い合せ先

●期　　間
●時　　間

●相談内容

9月７日（月）～１３日（日）までの７日間
午前８時30分～午後７時まで
ただし、土・日曜日については、午前10時～午後５時まで
高齢者や障がい者に関する人権何でも相談
相談は無料で、秘密は厳守されます。法務局職員又は人権擁護委
員が相談に応じますので、日頃の悩みをお気軽にご相談ください。

☎０５７０－００３－１１０（みんなの人権１１０番全国共通人権相談ダイヤル）

全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

強化週間を実施

和歌山地方法務局人権擁護課内
和歌山県人権擁護委員連合会（℡０７３－４２２－５１３１）【 問い合わせ先 】

日　　時　９月12日（土）　午前10時～午後３時
場　　所　自衛隊御坊地域事務所（御坊市湯川町小松原410-1　丸仁ビル１階）

自衛隊御坊地域事務所（℡０７３８－２３－００２０）または役場総務課（℡７２－２０５１）へ

試験項目 対象年齢 内　　容 願書受付

自衛官候補生
（男子）

防衛大学校

18歳～27歳未満
（高卒見込み含む）

18歳～21歳未満
(高卒見込み含む)

９月29日まで

一般（前期）
９月５日～９月30日
推薦・総合選抜
９月５日～９月９日

９月５日～９月30日

自衛官になる一般的コー
ス（任期制）任期は陸２年、
海・空は３年とし、選抜試
験により曹・幹部自衛官へ
の道も開かれています

将来の幹部自衛官を養
成するコース

看護師、保健師の幹部自
衛官を養成するコース

医師である幹部自衛官
を養成するコース

防衛医科大学校
看護学科学生

防衛医科大学校
医学科学生

上南部保育所の通園バス添乗員募集上南部保育所の通園バス添乗員募集上南部保育所の通園バス添乗員募集
上南部保育所保護者会

上南部保育所保護者会では、通園バスの添乗員（有給）を次のとおり募集します。

■勤務時間　１日２回  　　　  午前７時20分～午前９時30分頃
　　　　　　　　　　　　　  午後３時～午後５時頃
■勤務期間　平成28年４月４日（月）から
■募集人員　１人
■募集要件　50歳以下の女性
（※できれば上南部保育園児たちの身近に住んでいて、健康的で親しみやすい方）
■募集期間　平成27年10月１日（木）まで
■応 募 先　上南部保育所（西本庄）
■必要書類　履歴書
■選考方法　書類選考後面接
　

くわしくは上南部保育所（℡７４－３０２２）へお問い合わせください。

平日の（ ）



広報みなべ　2015.9

16

９月は健康増進普及月間です

　糖尿病、がん、心臓病等に代表される生活習慣病の増加
等が大きな問題となっています。生活習慣病は日常生活の
ありかたと深く関連しています。健康の保持・増進を図るため
に、運動週間の定着や食生活の改善といった健康的な生
活習慣の確立が重要です。

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

清川保育所
（℡76-2251） 3日（木） 10：00～11：00

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

４・10か月児健診
（平成27年5月・26年11月生まれ）

９月11日（金） 12：45～13：15
健診名 実　施　日 受 付 時 間

上南部保育所
（℡74-3022） 8日（火）・24（木） 10：00～11：00

高城保育所
（℡75-2044） 10日（木） 10：00～11：00

２歳６か月児健診

※11日は、南部中３年生が思春期体験学習で健診のお手伝いをします。

（平成25年2月・3月生まれ）
９月16日（水） 12：45～13：15

自由遊び

愛之園保育園
（℡72-2371） 10日（木） 11：15～

給食ってどんなの？

高城保育所
（℡75-2044） 25日（金） 10：00～11：00

〔南部保育所はお休み〕

お月見会

「１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ」
～健康寿命の延伸～　

「１日、プラス７０ｇの野菜を！」

　特定健診を受診された方で、メタボリックシンドローム（内
臓脂肪症候群）該当者のうち、治療中の方を除き、保健指
導の必要な方に特定保健指導「健康塾」をおすすめしてい
ます。
　教室は、９月から来年２月までを予定し、メタボリックシンド
ロームの改善のお手伝いをしていきます。

９月29日（火）
9：30～10：30
11：30～15：00
15：45～16：45

紀州農協 アグリセンター様前
介護老人福祉施設 虹様前
Aコープみなべ店様前

紀州農協 アグリセンター様前
介護老人福祉施設 虹様前
Aコープみなべ店様前

田辺赤十字血液センターからお願い　
　献血の際、恐れ入りますが献血カードまたは
本人であることを証明できるもの（運転免許証など）
をご持参ください。

トレーニング教室

9月4日（金）・11日（金）・18日（金）・25日（金）
18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽
　　　　　　  しい体操です。）　
参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。

場所：はあと館（社会福祉センター）

　日本人は１日に約２８０ｇの野菜を食べています。しかし、生
活習慣病予防の観点からは３５０ｇが推奨量。あとわずか７０
ｇ不足しています。（トマトなら半分、野菜炒めなら約半皿分）
　１日にあとプラス７０ｇの野菜を食べること、朝食をしっかり
食べることで、健康寿命をのばしましょう。
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　赤ちゃんが誕生したあなたの家庭に、地域の母子保健
推進員や助産師、保健師が訪問します（対象は、おおむね
生後４か月を迎えるまでの赤ちゃんがいる家庭です）。
　育児に関する不安や悩みがありましたら、お気軽にご相
談ください。対象家庭には連絡します。

　救急医療及び救急業務に対する正しい理解と認識を
深めるとともに、救急医療関係者の意識の高揚を目的とし
て、毎年９月９日は、「救急の日」、この日を含む一週間を「救
急医療週間」としています。

　救急箱はいつも同じ場所に置いておきましょう。
　薬やガーゼは使ったらすぐに補充し、使用期限が過ぎ
たり品質が劣化したものは捨てましょう。消毒薬は、きず口
の汚れを洗い流す事が可能なスプレータイプ、かぜ薬は
特定の症状に効果のあるものより総合感冒薬タイプがい
いでしょう。

　全国の平成26年中の自殺者数は、２５,４２７人で、依然と
して多くの人が自殺でなくなっています。悩みを抱えた人た
ちに広く支援の手を差し伸べて行くことで、「誰も自殺に追い
込まれることのない社会」をめざしましょう。

●三角きん●包帯（４号・６号が便利）●マスク
●消毒ガーゼ●きれいなタオル●絆創膏（大・
小）●体温計●ハサミ・ピンセット●きず口用消毒
液●常備薬（かぜ薬・胃腸薬・痛みどめなど）
●安全ピン

〔気づき〕

〔傾　聴〕

〔つなぎ〕

〔見守り〕

家族や仲間の変化に気づいて、声をかける

本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

早めに専門家に相談するように促す

温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

■日　　程　10月8日～12月末（毎週木曜日：全10回）
　午後１時～午後４時（ふれ愛センター出発から解散まで）
■場　　所　プレジール（田辺市）
■対 象 者　65歳以上の方（なるべく全日程参加できる方）
■内　　容　プールでのエクササイズ
■利 用 料　初めて参加される方は無料
　　　　　　（再利用者は１回５００円）
＊申し込み時にスポーツ保険料１,０１０円が別途必要です
■服装・準備物　水着・着替え・フェイスタオル・バスタオル・
　　　　　　　 お茶またはスポーツ飲料
■定　　員　２２名
　　　　　 （希望者多数の場合は優先度で判断します）
■申込締切　９月１8日（金）まで（お早めにお願いします）
■申込・お問い合わせ　住民福祉課 地域包括支援センター 
　　　　　　　　　　　 （℡74－8065）

　「みなべ・うき浮き倶楽部」は、室内プールでの水中
ウォーキングや筋力トレーニングなど、さまざまなエクササイ
ズを行い、運動機能の維持・向上を図る事業です。
　住み慣れた地域で、楽しくいきいきと過ごすために、約
３ヶ月間、みんなと一緒に楽しく運動し、心も体もリフレッシュ
してみませんか？

日 　 時
場 　 所
対 　 象
内 　 容

９月２4日（木）１３：３０～１５：００
ふれ愛センター
妊婦または小さなお子さんの保護者
①妊娠中のママの食事は大丈夫？ 
②離乳食の進み方は大丈夫？

：
：
：
：

マタニティー＆ベビーサロン

おめでとうの気持ちをこめて・・・
こんにちは赤ちゃん事業実施中！
おめでとうの気持ちをこめて・・・
こんにちは赤ちゃん事業実施中！

9月10日(木)～16日(水)は
「自殺予防週間」です

～ あなたにもできる自殺予防のための行動 ～

９月９日は『救急の日』

救急箱を年１回は点検しましょう

【救急箱の中身一例】



毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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10 12
■南部幼、昼食会
■上南部保年長児、旅育
■おひさま広場（保育所開放）高城
保、自由遊び（10：00～）・愛之園
保、給食ってどんなの（11：15～）

■南部保、避難訓練
■南部中1･2年、遠足・3年、思春期
体験学習
■４・10か月児健診
（12：45～・ふれ愛センター）

■南部幼、ふれあいの日
■紀州路クリーン大作戦2015
■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

■上南部小、運動会

1311下水道の日
世界自殺予防デー

宇宙の日
水路記念日

3 5
■清川保、おひさま広場（保育所開
放）・自由遊び（10：00～）
■岩代小、梅学習（裏返し）
■元気！ふれあい長寿のつどい
（11：00～・紀州南部ロイヤルホ
テル）

■高城小、平和学習
■育児講座「わらべうたであそぼ
う」（ふれ愛センター）
■人権・行政・登記相談
（13：30～・ふれ愛センター）
■元気！ふれあい長寿のつどい
（11：00～・紀州南部ロイヤルホ
テル）

■岩代小、ダンボール・アルミ缶回収
■白梅幼、園開放日

■上南部中、体育祭
■南部・岩代地区、防災訓練

64

17 19
■愛之園保、埴田地区ひとり暮ら
しのお年寄り宅訪問

■上南部保・高城保、おじいちゃ
ん・おばあちゃんと遊ぼう
■清川保、避難訓練

■白梅幼、園開放日
■南部小、運動会

■岩代小（ひかり保参加）運動会
■清川小・清川保合同、運動会

2018 食育の日 空の日

24 26
■上南部保、おひさま広場（保育所
開放）・自由遊び（10：00～）
■高城保、避難訓練
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・ふれ愛センター）
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■南部保・上南部保・愛之園保、避
難訓練
■上南部保・高城保・清川保、お月
見会
■清川保、クッキング
■高城保、おひさま広場（保育所開
放）・お月見会（10：00～）
■高城中2年、読み聞かせ

■南部幼、お月見会 ■高城小、運動会

2725

10/1 10/3
■わかやま国体　軟式野球１回戦
（千里ケ丘球場）

■わかやま国体　山岳競技
（南部小学校体育館・南部高等学校 
～５日）

10/410/2

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●４日（金）13：30～15：30
●ふれ愛センターで
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
●片町　はあと館で

◆24日（木）13：00～15：00　
南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

◆12日（土）（9：30～16：00）年
金相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

●連絡は教育学習課　
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
●ふれ愛センターで

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
しいことは、住民福祉課
（℡72-2161）へ。

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

●IP電話・PHSからは
　　　　　℡03-6700-1165へ
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

7 8 9
■南部保、おじいちゃん・おばあ
ちゃんと遊ぼう
■上南部保、おひさま広場（保育所
開放）・自由遊び（10：00～）
■愛之園保、お掃除大作戦（eco孫
爺）・おひさま広場（保育所開放）
お外で遊ぼう（9：45～）
■南部長寿大学
（14：00～・南部公民館）

■高城保年長児、特養梅の里敬老
訪問
■愛之園保、おひさま広場（保育所
開放）お外で遊ぼう（9：45～）
■第３回定例町議会開会（予定）

■岩代小、集会・梅学習（たる詰め）

救急の日

1 2
■愛之園保、避難訓練
■南部幼、始業式
■岩代小、梅学習（天日干し）
■上南部小・高城小・南部小
（～3日）・清川小（～4日）、
夏休み作品展

■南部幼、避難訓練
■白梅幼、避難訓練・消防車両見学
■岩代小・南部小、夏休み作品展
（～4日）

14 15 16
■南部保、イクルみなべ訪問交流会 ■南部保、絵本の読み聞かせ

■高城中3年、福祉体験学習
（ときわ寮）
■2歳6か月児健診
（12：45～・ふれ愛センター）

老人の日

21 22 23
■南部小、開校記念日

敬老の日 秋分の日

28 29 30
■上南部保、園外保育
■清川保、おじいちゃん・おばあ
ちゃんと遊ぼう
■岩代小3年生、スーパーマーケッ
ト見学
■上南部中、避難訓練・語り部講話
■高城中3年、救急救命法
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（14：30～16：30）
■献血（9：30～10：30紀州農協
アグリセンター様前、11：30～
15：00介護老人福祉施設虹様前、
15：45～16：45 Ａコープみなべ
店様前）

■ひかり保、避難訓練
■上南部保・岩代小、おでかけ音楽
会
■高城中1年、キッズサポートス
クール

各納期　国民健康保険税・介護保
険料・後期高齢者医療保険料（各普
通徴収3期）/固定資産税・公共下水
道受益者負担金（2期）/水道料金・
公共下水道使用料（各 7・8月分）/
農業集落排水使用料（8・9月分）の
各窓口納付

■岩代小、体育集会
■愛之園保すみれ組、クッキング
各納期　水道料金・公共下水道使
用料（7・8月分）/農業集落排水使
用料（8・9月分）の各口座振替

◆住宅防火・防災キャンペーン
◆健康増進普及月間◆障害者雇
用支援月間◆食生活改善普及運
動◆環境衛生週間（24日～10月
1日）◆動物愛護週間（20日～
26日）

防災の日
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公共下水

（件）

1,449／約2,100　（69.0％）（前月比+4）
農業集落排水

町の下水道整備（つなぎ込み）状況町の下水道整備（つなぎ込み）状況

（7月31日現在）

男
女
人口
世帯数

７月末現在
６，４２６人
７，０９４人
１３，５２０人
４，８１７世帯

（前月比）
（－10人）
（－ ３人）
（－13人）
（＋２世帯）

7月中の異動
出生　 8人
死亡   17人
転入　27人
転出　31人

高齢化（65歳以上）
割合  29.5％

人のうごき西岩代 115／129 （89．1％） （前月比±0）
東岩代 149／181 （82．3％） （前月比±0）
受　領   35／37 （94．6％） （前月比±0）
共和東 220／260 （84．6％） （前月比±0）
本　郷 117／129 （90．7％） （前月比±0）
共和西   52／77 （67．5％） （前月比±0）
西本庄 224／264 （84．8％） （前月比±0）
晩稲熊岡 227／364 （62．4％） （前月比±0）

県吹奏楽コンクール金賞
関西小学校バンドフェスティバル銀賞

みなべ町のホームページ
http://www.town.minabe.lg.jp

広報みなべは再生紙を
使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆QRコード
http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

「みなべ町ジュニアバンドクラブ」のみなさん

　８月７日、和歌山県民文化会館で第51回県吹奏楽コンクールが開かれ、今年から新しくできた小学生の
部に出場したみなべ町ジュニアバンドクラブが、「バンドのための民話」を演奏し、金賞を受賞。また、８月
15日に神戸市で開かれた関西小学校バンドフェスティバルにおいても銀賞を受賞しました。


